
☆あたらしい ほん☆  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 10 月１日発行 桶川市図書館 

☆こんげつの あそび☆ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【さんこうに した ほん】 

『どんぐり・落(お)ち葉(ば)・まつぼっくり製作(せい 

さく)BOOK(ぶっく)』（376 ド） 

竹井 史(たけい ひとし)／著(ちょ)、ひかりのくに 

 

No, ３９８ 

「おちばの ちぎりえ」 

 

 

 

 

 

『おつきさまのりんご』（E オ） 

乾 栄里子(いぬい えりこ)／作(さく)、 

西村 敏雄(にしむら としお)／絵(え)、文溪堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『はたらく くるま しゅつどうします！』（E ハ） 

鈴木(すずき) まもる／作(さく)・絵(え)、 

文溪堂 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふくろうのフーフーは、まちの 

ひろばの とうのてっぺんに  

ひとりぼっちで すんでいました。 

フーフーの はなしあいては、 

よぞらにかがやく おつきさま 

だけでした。おつきさまが  

あおじろく やせてくると、 

フーフーは しんぱいして とうのてっぺんに  

りんごを おいておきます。そのりんごが きっかけで、

うれしいことが おこります。 

だれかをおもう やさしいきもちが おこす、 

ちいさなきせきの おはなしです。 

 

 

あめの あと、そらに  

ひろがる にじ。 

にじを みたことが ある？ 

なぜ にじは みえるのかな？  

そのひみつはね……。にじは、 

あめの カーテンに うつった 

たいようの ひかり。あまつぶの レンズが、 

ひかりに かくれた いろを みせているんだよ。 

にじの しくみや にじの ふしぎ、たくさんの  

うつくしい にじや めずらしい にじの 

しゃしんえほんです。 

 

 

『にじ』（E 二） 

武田 康男(たけだ やすお)／監修(かんしゅう)・ 

写真(しゃしん)、小杉(こすぎ) みのり／構成 

(こうせい)・文(ぶん)、岩崎書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①おちばを ちぎって、いろごとに わける。 

            

        

 

②おちばに のりを つけて、 

がようしに すきな えを かく。 

  

 

 

 

③ダンボールいたに はる。 

 

 

 

 

④パンチで あなを あけ、リボンを とおす。 

 

 

 

 

 

 

 

日曜 月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

お休み

お休み

10月

※10月28日(月曜)は、システムメンテナンスの

　ため、市内全館お休みです。

　　中央図書館　（TEL　786-6353）

　　坂田図書館　（TEL　783-2150）

※毎週月曜日、桶川・川田谷図書館は

　お休みです。

　　桶川図書館　（TEL　771-0303）

　　川田谷図書館（TEL　786-8846）

※おはなし会の予定は、桶川市図書館ホームページ

　 「図書館カレンダー」や、館内のお知らせを

　ご確認ください。

★「もりのくまさん」についてのお知らせ 
今月の『もりのくまさん』は幼児を対象に編集しています。 

こまったことは ないですか？ 

ぼくに まかせてください。 

みんなの ために しゅつどう 

します！ 

きに のぼって おりられなく 

なった ネコさんの ためには、 

こうしょさぎょうしゃ。かじが しんぱいな  

えんちょうせんせいの ためには、しょうぼうしゃ。 

ほかにも クレーンしゃ、パトカー、きゅうきゅうしゃ 

など、いろいろな くるまが せいぞろい。 

はたらく くるま、だいかつやく！ 

 



☆こんげつの とくしゅう☆ 
 

あきは えんそくの きせつです。こんげつは、 

おいしい【おべんとう】の ほんを しょうかいします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たきたて ごはんを よういして、 

てのひらに みずと しおを  

つけたら、ごはんを のせて、 

あつ あつ、ぎゅっ。なかの ぐは 

なにかな？ くるっ くるっと 

にぎって、さいごに のりを まいて 

できあがり。わあ、おいしそうな おにぎりが たくさん 

できたよ。 

よみすすめると、どんどん おにぎりが たべたく 

なってきます。 

 

 

まえから よむと、おいしい 

おべんとうづくりが はじまるよ。 

からあげ、たまごやき、おにぎり、 

おいしいの、ぎゅぎゅっと つめたよ！ 

こんどは、えほんを ひっくり 

かえして、うしろから よんでみよう。きょうの  

おべんとう なんだろう？ おいしそうな おべんとう！ 

いっただきまーす!! 

からっぽになった おべんとうばこ。「おいしかった」、 

「ごちそうさま」と きこえてくるようです。 

 

 

「ぼくのこと しってる？」 

さかなの かたちをした  

しょうゆの いれものが、 

でんしゃで たびにでます。 

そこで みたのは、 

きれいな けしきと  

おいしそうな えきべん。 

どっちも たのしめて、 

おなかも こころも だいまんぞく。 

でんしゃのたびは たのしいね。 

 さあ、えきで おべんとうを かって、ぼうけんに 

しゅっぱつだ！ 

 

 

のはらに わすれられた、 

ちいさな かわいい  

おべんとうばこ。 

もりの なかまが みつけたよ。 

「ちょっぴり かります」、 

「ちょっと かしてね」、 

「ちょこっと かります」、 

いろんな なかまが つかった 

おべんとうばこ。 

もどってきた ひめちゃんが おべんとうばこを 

もってみると、あれ あれ？ なにか はいっている。 

はこを あけると……？ 

 

 

あしたは、えんそく。 

マミちゃんは、おかあさんが 

つくってくれる おべんとうが 

たのしみです。 

ところが、えんそくのひ 

おかあさんは あさねぼう。 

なんとか まにあって、 

マミちゃんに「とっても  

たのしい おべんとうよ」と 

わたしてくれました。 

 やまで おべんとうばこを あけた マミちゃんは 

びっくり！ さて、どんな おべんとうかな？ 

 

 

いただきます 

びっくり！ いろいろな おべんとう 

『おにぎり』（Ｅオ） 

平山 英三(ひらやま えいぞう)／ぶん、 

平山 和子(ひらやま かずこ)／え、福音館書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『まえからも うしろからも よめるえほん 

おべんとう』（E オ） 

さとう めぐみ／作(さく)・絵(え)、ひかりのくに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ちいさな かわいい おべんとうばこ』（E チ） 

宮野 聡子(みやの さとこ)／作(さく)、小学館 

 

 

 

 

 

 

 

『おかあさんのおべんとう』（E オ） 

たるいし まこ／作(さく)、童心社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『きょうの おべんとう なんだろな』（E キ） 

きしだ えりこ／さく、やまわき ゆりこ／え、 

福音館書店 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どうぶつたちと おとこのこが、 

いっしょに なわとびで 

あそんでいます。そのうち 

みんな おなかが すいてきて、 

おべんとうの じかんに  

なりました。 

ぶた、うさぎ、りす、くま、ねこ、むし、そして 

おとこのこ。みんなは どんな おべんとうを  

もってきたのかな？ おべんとうの なかみを  

あててみてね。 

 

 

『えきべん と ふうけい』（E エ） 

マメイケダ／作(さく)、あかね書房 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


